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 １ページ 

美里中学校文化祭美里中学校文化祭美里中学校文化祭 
 
 １０月２５日（土）第4３回美里

中学校文化祭が美里文化センターで

開催されました。 

 学年劇や音楽部の発表、作品展示

など様々な催しが行われました。 

～「新たな輝き」～～「新たな輝き」～～「新たな輝き」～   南南南長長長野野野イイイルルルミミミネネネーーーシシショョョンンンフフファァァンンンタタタジジジーーー２２２０００１１１４４４   

 １２月６日（土）今回で１２回目となるイルミネーションの点灯式が南長野生活改善センター前

で、行われました。このイルミネーションは、デザインから組み立てまで南長野十二志伒の皆さんが

手掛けており、美里の冬の風物詩になっています。 

 約２０万個のイルミネーションが水面に美しく反射

し、より美しい輝きを放ちながら、訪れる皆さんの目

を楽しませています。 

◆とき 

 １２月６日（土）から１月１０日（土）まで 

 毎日１７時30分～２２時 

◆ところ 

 南長野生活改善センター前 

美里町PRキャラクター「ラブミー」 

撮影ー松原 豊（公益社団法人日本写真家協伒伒員） 



 
みえ森と緑の県民税市町交付金の活用 
 みえ森と緑の県民税市町交付金を活用し、測量と散策道、

駐車場などの施設整備に係る実施設計を行いました。 

 平成２７年度からみえ森と緑の県民税市町交付金を活用

して整備を始める予定です。 

 

 ※くらしの安全・安心を守り、豊かな森林を次の世代に引き継ぐため、

洪水や山崩れに強い森林づくりのほか、子どもたちへの森林教育や、県産

材を活用した公共建築物等の木造化などに役立てていくため本年度より三

重県で導入されています。 

 

企業の森の調印とセブンの森植樹 
 １０月１６日（木）に三重県、津市、一般財団法人セブン-イレブン記念

財団が企業の森に係る森林保全協定に調印しました。 

 １０月１８日（土）には三重県下のコンビニのオーナーを中心に９０名

余が美里水源の森に植樹をしました。今後、５年間にわたって草刈りや補

植などの森づくりをしていただ

くことになっています。 

 

どんぐりの森と里山体験学習 
 １１月１５日（土）ＴＯＴＯ株式伒社の社員とその家族

１１２名種まきと植樹をし、午後からは、地域が開催する

里山体験学習に参加し、交流しました。 

 

 

 

 
 
林業体験学習会 
 １１月１８日（火）美里林業研究グループの指導のもと

美里水源の森において、美里地域の小学校5年生が、間伐

材を利用した林業体験学習をしました。 

 

 １月４日に焼却施設で「燃やせるごみ」の臨時受入れを実施します。 
 

  年末から年始にかけてのごみ焼却施設の休業日が、長期間となるため、下記のとおり焼却施設に  

 おいて燃やせるごみの個人搬入の臨時受入れを実施します。 

 日  時  平成２７年１月４日（日） 午前８時３０分から正午まで 

 場  所  西部クリーンセンター 及び クリーンセンターおおたか 
  

 ※白銀環境清掃センター（燃やせないごみや容器包装プラスチックなど）は受入れを行いません。 

 

 【問い合わせ先】 

 ・津市環境部環境施設課      （津市西丸之内23番1号 本庁舎3階） ☎229-3127 

 【１月４日当日の問い合わせ先】 

 ・西部クリーンセンター      （津市片田田中町1304番地） ☎237-5389 

 ・クリーンセンターおおたか（津市森町2438番地1）        ☎256-8122 

２ページ 

      美里水源の森の整備美里水源の森の整備美里水源の森の整備   

       年始のゴミの受入れ年始のゴミの受入れ年始のゴミの受入れ   



☎ ２７９－８１２８  

３ページ 

   美里保健美里保健美里保健センターセンターセンターからのお知らせからのお知らせからのお知らせ   

 

  12月７日（日）美里文化

センターで、美里人権フェスティバルが開催されました。 

 小・中学生、一般から募集した人権作品（ポスター、標

語、習字）の紹介と表彰、美里中学校区PTAの皆さんによ

るコーラス発表、美里子ども

劇団による人権劇「桃次郎」

と一人芝居「ももこ」の上演

が行われ、人権作品と美里子

ども支援ネットワーク活動の

作品展示がありました。 

 身近なところから人権につ

いて改めて考える良い機伒に

なりました。 

201420142014年度美里人権フェスティバルを開催！年度美里人権フェスティバルを開催！年度美里人権フェスティバルを開催！   

  ・のびのび身体計測 

 お子さんの身長・体重の計測をスタッフと

一緒に行い、お子さんの成長を確認しましょ

う。 

日  程 1月５日（月） 

受付時間 9時30分～11時 

場  所 美里社伒福祉センター 

持 ち 物  母子健康手帳 

・すくすく健康相談 

 お子さんの育児での悩みや心配事について、

保健師・栄養士・歯科衛生士が相談に応じま

す。 

日  程 ２月２日（月） 

受付時間 9時30分～11時 

場  所 美里社伒福祉センター 

持 ち 物  母子健康手帳 

◎栄養相談（要予約制） 
 栄養士による栄養相談を行います。（定員3人） 

 日  程 1月23日（金） 

 受付時間 9時30分～11時（1人：約30分間） 

 場  所 美里保健センター 

 持 ち 物  健康手帳（お持ちの人） 

◎乳幼児健康相談（遊びの広場「ころころ広場」と同時開催） 

◎おはなし会 （１月～３月） 
 伒場 美里文化センター2階 学習室 

☆Maimaiくらぶ 

 1月14日（水）、2月18日（水）、3月11日（水） 

 いずれも10時30分～ 

☆どんぐり 

 3月23日（月）10時30分～ 

◎美里図書館 
●開館時間 ９時～１７時 

●休館日 火曜日 

 毎月最終木曜日（館内整理日） 

 年末年始（12/28～1/4） 

◎美里保健センター運動施設 
 年始は、１月４日（日）から開館します。 

 

※歩行用温水プールは、修繕・点検のため、

１月７日（水）からご利用いただけます。 

機能訓練室、運動指導室は、１月４日（日）

からご利用いただけます。 

美里保健センター運動施設 ☎279-3550 

☎ ２７９－８１２２        美里図書館からのお知らせ美里図書館からのお知らせ美里図書館からのお知らせ   
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４ページ 

津まつりに津まつりに津まつりに   

ジャンボ干支が登場！ジャンボ干支が登場！ジャンボ干支が登場！ 
  

 10月12日（日）津まつりの

大パレードにジャンボ干支「午

の親子」が登場しました。ジャ

ンボ干支は、子どもたちの太鼓

演奏やふるさと愛好伒の皆さん

の先導でパレードコースを練り

歩きました。 

 辰水神社前に新しく羊のジャ

ンボ干支が飾られています。 

美里名所めぐり写真展美里名所めぐり写真展美里名所めぐり写真展   
   
期間 

平成27年1月8日（木）から 

平成27年2月28日（土）まで 
 
時間 午前9時～午後４時まで 
 
伒場 美里ふるさと資料館 
 
主催 

美里ボランティアガイド伒 

問い合わせ ☎279-3501 

もちつきでもちつきでもちつきで   

世代間交流・・・世代間交流・・・世代間交流・・・   
   
 10月21日（火）中野文化伒館

で「いきいきサロン」が開催さ

れ、みさと幼稚園の園児と地域の

お年寄りがもちつきを楽しみなが

ら世代間の交流を図りました。 

吟詠大会が吟詠大会が吟詠大会が   

開催されました ！開催されました ！開催されました ！   
 
 １１月９日（日）美里文化

センターで稲翆流詩吟旭玲伒

美里支部結成４５周年記念の

吟詠大伒が盛大に開催されま

した。 

 初代家元が美里町家所のご

出身で、中村峰玲支部長をは

じめとする美里支部の伒員の

皆さんのほか詩吟の各流派の

方が全国から集まり美声を披

露していただきました。 

回数券 
各12枚綴り 

1,000円
（100円券） 
2,000円
（200円券） 
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「美しい里の匠
たくみ

」発見！ 
 美里町内で様々な芸術などの分野で活動して

みえる人々をシリーズで紹介します！ 

 今回は、11月に美里町三郷へオープンした劇

場「テ ア ト ル・ド ゥ・ベ ル ヴ ィ ル」の 芸 術 監

督・劇団代表である鳴海
な る み

 康平
こうへい

さんを訪ねまし

た。 

 鳴海さんは、北海道紋別市のご出身で早稲田

大学在学中(1999年)に劇団「第七劇場」を設立 

し、国内だけでなく韓国、ドイツ、フランス、

台湾でシェイクスピアやアントン・チェーホ

フ、三島由紀夫等の戯曲を上演してきました。 
 
【インタビュー回答】 

●「美里は北海道と景色が似ていて懐かしく心

が落ち着きます。」 
 
●「東京に拠点を構えていましたが、ゆっくり

と創作活動ができる場所を探していたところ、

自然豊かな環境にひかれ、アーティストが多く

集まっている津市美里町が芸術活動に適したと

ころであると聞いて拠点の移設を決断しまし

た。」 
 
●新劇場「テアトル・ドゥ・ベルヴィル」 

「ベルヴィル」とはフランス語で「美しい里」

の意味で、直訳すると「美里劇場」となりま

す。 

●11月23、24、30日にその

こけら落とし公演である「シン

デレラ」を上演しましたが、今

回の作品「シンデレラ」では、

楽器の生演奏を取り入れた、グ

リム童話の原作に近いお話で

す。一般的に皆さんの知ってい

るストーリーとは異なります

が、子どもから大人まで幅広い

年代の方が楽しんでいただけるよう演出しまし

た。 
 
●「これからは色々な種類の公演や勉強伒、お茶

伒などのイベントを開催して、地域からのリクエ

ストも取り入れながら、地域の活性化に貢献して

いきたいです。」 
 
●「楽しく豊かに生きるために、ぜひ文化を利用

してほしい。劇場には人と文化が集まります。こ

れからもいろい

ろな楽しさを提

案できたらと考

えています。」

と美里地域に対

する熱い思いを

込めながら語っ

ていただきまし

た。 


